
 

 
 

少しずつ風が涼しくなり木の葉も色づき始め、秋の深まりを感じる季節となりました。

11 月は ESD 博物館があります。現在、子どもたちは ESD 博物館に向けて、作品の

制作に取り組んでいます。 

 すごしやすい時期ですが朝晩が冷え込みますので、体調管理には十分気をつけていた

だき、さまざまな活動にしっかりと参加できますように、引き続きご家庭の協力をよろ

しくお願いします。 
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12 月 1日（木）情操朝会 

１９日（月）～2２日（木）短縮授業（４時間） 

    １９日（月）～2１日（水）個人懇談   

    2３日（金）終業式 

 

  こくご・・・・いろいろなふね・すきなきょうかはなあに・ことばであそぼう 

  さんすう・・・くりあがりのあるたしざん・くりさがりのあるひきざん 

くらべてみよう 

  せいかつ・・・あさがおのリースをつくろう・チューリップをうえよう 

         おうちのしごとにちょうせんしよう 

  おんがく・・・ひのまる・けんばんハーモニカ・いろいろながっきをつかおう 

  ずこう・・・・いってみたいな、のってみたいな・しんぶんしをつかって 

  たいいく・・・なわとび・てつぼう・ボールうんどう・とびばこ 

  どうとく・・・そろっているけど・どんなあいさつをしますか 

 

★☆お知らせ と おねがい☆★ 

◎体操服について  
  体育の授業では、冬場は体調に合わせて長袖を着用していただいてもかまいません。

体操服入れの袋に入れて持たせてください。但し、体育の時間に必ず着替え、授業後

にはまた着替えるようにしてください。長袖は、フードなし、ファスナーなし、ボタ

ンなしのトレーナー等が望ましいです。また、女子のタイツは体育の時間の着用は安

全面から考えて不可といたします。代わりの靴下をご用意ください。よろしくお願い

します。 

 

◎あさがおの支柱について 

あさがおの支柱を持って帰ります。ニ年生でも使いますのでご家庭で保管してお

いてください。よろしくお願いします。 

 

◎ESD博物館について 

 11 月 30 日(水)～12 月 5 日(月)に ESD 博物館を行います。詳細については後日、

プリントを配布いたしますので、ご確認ください。 

 

◎おうちのしごとにちょうせんしようについて 

 生活科の「じぶんで できるよ」の単元で子どもたちがご家庭のお仕事に挑戦します。 

詳細は裏面をごらんください。 
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～じぶんで できるよ！～おうちのしごとに ちょうせん～ 

1１月中旬から12月上旬にかけて生活科で「じぶんで できるよ」という単元のもと、『じぶん

で できるよ！～おうちのしごとに ちょうせん～』と題して学習を進めていきます。この単元で

は、下記のことをねらいにして取り組んでいきます。 

 

ねらい 

①自分の家庭での生活をふりかえり、自分たちが安心して生活するために、家庭ではたくさんの仕

事があることを知る。 

②自分の生活が家族の人に支えられていることに気づく。 

③自分の生活を振り返る中で、自分ができることを考え、家族の一員として「おうちのしごと」に

挑戦する。 

 

※今回の学習では「お手伝い」ではなく、「しごと」と表現しています。子どもたちがお家の方を助

けてあげるという関係性ではなく、家族の大切な一員として、家族のことを考えて、今の自分がで

きることに取り組んでいってほしいと考えています。 

 

 

今回の学習ではご家庭の協力が必要になります。下記の流れで学習を進めていく予定にしています。 

①自分の一日をふりかえろう 

生活をふりかえる中で、ご飯の準備や洗濯など、生活に欠かせない「しごと」について考えます。 

 

②おうちのしごとしらべ 

ここでは自分たちが安心して生活するために、必要な「おうちのしごと」にはどんなことがあっ

て、それを誰がしているかを家庭学習として調べます。 

 

③おうちのしごとに挑戦する計画を立てよう 

 調べてきたことをもとに、どんな仕事に挑戦するかを考えます。 

 

※「おしごと」とは、ふとんたたみ、そうじ、下の子の世話など、直接的に誰かの助けになる「し

ごと」だけではありません。自分で朝起きる、学校に行く準備を自分でするなど、してもらってい

たことを自分ですることで、おうちの人を助ける「しごと」になると子どもたちに伝えます。子ど

もたちの思いを大切にしながら、「自分で、できた」と思えるように、声かけや見守りをお願いしま

す。 

 

 

 

④ふれあい学習週間『じぶんで できるよ！～おうちのしごとに ちょうせん～』 

 この週間ではご家庭で実際に子どもたちが自分でやると決めた仕事に挑戦します。大人がした

方が早く、スムーズに終わることもあると思いますが、子どもたちの頑張りにサポートをお願い致

します。 

 

⑤おうちのしごとに挑戦したことをふりかえろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさまへ 

 今回の生活科の学習をする上で、保護者の方のご協力を頂くことで、子どもたちにとってより

よい学習の機会にしたいと考えております。お忙しいとは思いますが、よろしくお願い致します。 

また、それぞれの家庭において、生活や「しごと」はそれぞれ違い、子どもたちがそれぞれの

違いを大切にしていけるよう学校でも伝えています。今回の学習で不明な点があれば、いつでも

ご連絡ください。 


